〈醒世姻縁惇〉解題 by 植田 均





























































































































































《醒世姻縁惇〉の主要影印本・排印本を挙げる。影印本は次の (1) ・ (2) 、排印本は以下
の (3) ~ (7) 。日本語訳は 21 世紀になってから漸く刊行された。
(1) <醒世姻縁停> (線装二函全二十冊)，人民文学出版社影印本 (1988 年第 l 版， 1994 年
第 2 次印刷)0 (首都図書館蔵同徳堂本を底本。原本残破頁は人民文学
出版社蔵同治庚午覆刻本により補う)
(2) <醒世姻縁停> (全 5 冊) ，震世碩前言。吉本小説集成編輯委員会編，上海古籍出版社，
1994 年 11 月。(首都図書館蔵同徳堂本を底本)
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(3) <醒世姻縁俸> [清]葛受之批評，程泳校点。斉魯書社(上、下)， 1994 年刊。(首都図
書館蔵向徳堂本を底本)
(4) <醒世姻縁停H足本)斉魯書社， 1993 年刊。(首都図書館蔵同徳堂本を底本) (弁語、凡例、
引起、本文、校点後記)
(5) <醒世姻縁停〉黄粛秋校注，上海古籍出版社(上、中、下)， 1981 年刊。(亜東図書館
排印本を底本) (ヲ i起、本文、付録ー(徐志摩)、付録二(胡適)、付録三、
付録四、付録五、付録六、付録七、付録入、付録九、付録十(i王乃剛)
(6) <醒世姻縁停〉華夏出版社， 1995 年刊。(亜東図書館排印本を底本) (①注釈を付し、様々
な文化水準の読者に適応。②「人物表」を付す)
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6. (醒世姻縁偉〉研究





























































































1) 1931 年 12 月 13 日脱稿。
2) 胡適 r<醒世姻縁停》考証J では、作者を山東省出身の蒲松齢とする。しかし、反対する意見も続出し、
作者は現在まだ不詳。
3) 西洋にも輪廻転生を唱える思想が存在している。例えば、 19 世紀に起こった神智学 (theosophy)
も、輪廻転生は、天地自然の力であり、人間の宿命だと主張。ブラヴァツキ一夫人らにより神智協会
(Theosophical Society) をニューヨークで 1875 年に設立。これは、人間に神秘的霊智があって、これ
によって直接に神を見ると説く信仰、思想。輪廻転生は「宇宙の意思」、「神の意思」、「宇宙の法則」と
しミつ。
4) 数字は、章回数、葉数 (a は葉のオモテ、 b は葉のウラ)、行数を示す。以下、例文は同じ。
5) 隼夏出版社版の《醒世姻縁伶〉の人物表を参照した。
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